ぁ 評価 ポイ ント 


' 中 専 症 を 沈静 化す る 処置 注射 器 で 鎖 秋 剤 (黒色 の 液体) 
を 吸引 し 、 投与 すれ ば 完了 。 中 専 症 が 完全 に 浸透 する と 回 


復 剤 の 投与 が 「Miss」 に な る の で 素早 く 処 置 し た い 。 | 中毒 症 が 発生 する と 臓器 が 紫色 に 変 


色 し 始め る 。 完全 に 浸透 する まえ に 鎮 
静 剤 を 投与 し て 沈静 化し て お きた い 。 


【 手 順 】 
1 ヽ 注射 器 


鎮静 剤 を 投与 する 


p 評価 ポイ ント 


特殊 腫瘍 


3 本 の 血管 で 品 部 を 支え て いる 腫瘍 を 摘出 する 術 式 。 こ 
の 特殊 腫瘍 は 、 ドレ ー ン で 組織 液 を 吸引 し 、 腫瘍 を 支え て い 
る 3 本 の 血管 に メス を 当て 続け て 切除 し 、 ピン セッ ト で 避 部 
を 回 収 する と いう 手順 で 治療 が で きる 。 た だ し 、 特殊 且 場 が 
複数 発生 し て いる と き は 厄介 に な り 、 ひと つ を 処置 し て も 、 

ほか の 特殊 腫瘍 が 残っ て いる と 、 一 定時 間 経 骨 後 に 摘出 し 
た 悪 部 に 再び 特殊 用 瘍 が 発生 し て し まう 。 そ の た め 、 複数 の 
特殊 腫瘍 が 発生 し た 場合 は 、 すべ て の 下部 を 血管 の 切除 ま 
で 行なっ て お き 、 最後 に まとめ て 回 収 ト レイ に 乗せ て 一 気 に 
摘出 する と いう 対処 法 が 必要 に な っ て くる 。 な お 、 特殊 腫瘍 
は 発生 時 に 小腸 瘍 を 周 因 に 生み 出す 特殊 且 瘍 の 処 置 後 
は 、 忘れ ず に 小 腫瘍 の 治療 も 行なっ て お こう 。 ーー…。 


特殊 腫瘍 は 臓器 の 上 に 発生 し て いる の 
ー 放 エコ ー で 探す 必要 は な い 。 組織 液 
放 | の 吸引 手順 か ら 進め て いこ う 。 


の | 株 腫瘍 が 複数 発生 し た ら 、 まず は す 
べ て 患部 を 切り 離し て お き 、 最後 に 串 
部 の 回 収 作業 を まとめ て 行 な お う 。 
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_ 腎臓 の 破損 部 分 を ガー ー ゼ バッ キン グ の 手法 で 対処 する 術 
式 。 破損 部 分 の 血 だ まり を すべ て 吸引 し 、 追加 トレ イ に ある 
人 工 膜 を 6 ヵ所 すべ て に 置き 、 ヒー ル ゼ リー で 定着 させ れ ば 
術 式 完了 。 途中 で 血 だ まり が 再発 する と 人 工 膜 が 剥が れ て 
や り 直 し に な る 。 剥が れ た 人 工 膜 の 枚数 は 評価 に 影響 し 、 剥 
が れ た 枚数 だ け で 評価 し た 場合 、 ら 枚 以下 な ら 「Cool、 き 
ーー -5 枚 が 「Good」、 それ 以外 は 「Bad] に な る 。 


人 工 膜 を ガイ ド の 上 に 置い て いこ う 。 2 
回 以上 ミス する と 「Cooll 評価 は 獲得 で 
| き な く な る の で 正しい 場所 まで 運 ぼ う 。 


【 手 順 】 

1 ( 少 ド レー ン 血 だ まり を 吸い 取る 

の ノ ピン セッ ト すべ て の ガイ ド に 人 工 膜 を 乗せ る 
3 づ ヒー ル ゼ リー 人 工 膜 を 定着 させ る 


評価 ボド ほ 関 わる 要素 
・ 人 工 膜 を ミス な く 破 損 部 分 に 乗せ る 
・ 人 工 膜 が 剥が れる まえ に 破損 部 分 を 構 ぐ 


O 
p 
|) 
に 
@) 
円 
し 
の 
N 
ら 
ら 
也 
1 で P/ 
し ーー 
品 
CD 
ep 
(5 り 
と 
ep 
この 
no 


1 5 を 繰り 返し て すべ て の 血管 を 処置 する 


p 評価 ポイ ント 


腫瘍 や 虫垂 摘出 (44 ペ ー ジ 参照 ) な ど 、 串 部 の 治療 中 に 
出現 する 臓 を 吸い 取る 処置 。 騰 は 一 定時 間 で 増殖 し て いく 
の で どん どん 視界 が 悪く な る うえ 、 刀 症 も 発生 させ る 厄介 な 
病巣 。 悪 化す る まえ に まとめ て 吸引 し て し まい た い 。 


| 晶 が 発生 する と 下 の 上 患部 が 見 え に くく な 
る 。 場合 に よっ て は 臓 を 取り 除く まで そ 
の 患部 の 処置 が で き な く な る 。 


【 手 順 】 
| ( 作 ド ド レーン 


臓 を 吸い 取る 


ぁ 評価 ポイ ント 


臓器 内 に 発生 する 小さ な 発疹 を 処置 する 術 式 。 災 症 発生 
時 は 、 消炎 剤 (青色 の 液体 ) の 入っ た ビン が 出現 する 。 注射 
器 で それ を 吸引 し 、 選 症 部 分 に 投与 する こと で 治療 で きる 。 
サイ ズ は 大 、 小 の ら タ イブ が あり 、 サイ ズ に よっ て 送 症 剤 を 
投与 する 量 が 異な る が 、 1 回 の 吸引 で 数 個 に 投 和 与 可能 だ 。 


人 較 | 見た目 は 地味 だ が 、 その 数 が 増え る と 
本 和 | バイ タル の 低下 が 速く な る 。 1 回 の 吸 
| 引 で 数 個 まとめ て 処置 し て いこ う 。 


1! 手 叫 
1 へ 注射 器 


患部 に 消 人 炎 剤 を 授与 する 


肝臓 移植 


肝臓 側 の 管 と 4 つの 血管 を 繋げ る 術 式 。 血管 の 処置 は 、 
静 也 、 門 脈 、 動脈 、 胆管 の 順に 行なう 必要 が あり 、 処置 を す 
る 血管 に は 収縮 剤 (灰色 の 液体 ) を 投与 し て お き 、 薬 の 効果 
時 間 に 注意 し て 作業 を 進め な けれ ば な ら な い 。 収縮 剤 は 同 
じ 血 管 で われ ば どこ に 投与 し て も か まわ な い が 、 べつ の 生 管 
に 注射 器 を 挿す と 「Miss」 に な る 。 収 縮 剤 を 投与 し た あと 
は 、 血管 に 表示 され る ガイ ドラ イン に メス を 入れ て 切開 部 の 
血 だ まり を 吸引 。 つぎ に 肝臓 側 の 管 を 伸ばし て 血管 の 切開 
口 に 胸 合 する 。 切開 口 まで 伸ばす と ピン セッ ト を 離す まえ に 
繋が る の で 、 その あと で ピン セッ ト を 離す こと 。 最後 に 管 の 
合 部 を 縫合 すれ ば 1 本 分 の 処置 が 完 MM バイ タル の 上 
限 値 が 増加 する 。 残り の 血管 も 同じ よう に 進め よう 。 


評価 ポイ ント ( ) 


間 | 刀 置 し て いる 血管 と 同じ 色 の 管 を ピン セ 
才 | 小 で つま み 、 血管 の 切開 口 まで 管 を 伸 
ば し て 正しく 史 合 し よう 。 


| 下 縮 剤 の 効果 が 切れ る と 、 繋げ た 管 が 
諸 | 外れ 、 血 だ まり が 再発 する 。 再 度 収縮 
細 明 | 剤 を 投与 し て 処置 を や り 直 そ う 。 


評価 ボ ポ 人 用 ド ほ 関 


【 手 順 】 
4 は ・ 収 縮 剤 を 正しい 場所 に 、 名 1 え に 処 置 
| ヽ 注射 器 。 収縮 剤 を 血管 に 投与 する Me は て て て エト 
人 メス ガイ ドラ イン に 治 う て 忠 管 を 切開 する - 血 だ まり が 再発 する まえ に 血管 の 処置 を 終え る 

3 (ドレ ー ン 血 だ まり を 吸い 取る 


・ ミ ス な く 管 を 史 合 する 
島 ク ピ ン セッ ト 管 を 血管 に 史 合 する 


所 の 全 と 糸 史 合 部 分 を 縫う 


・ 縫 合 線 の 長 さ が 規定 以上 あり 、 左右 幅 が 正確 
・ 縫 合 の 折り 返し の 回 数 が 規定 以上 ある 
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